
 

 

 

 

 

                   ～２年生職場体験をとおして～   
人は何のために働くのでしょうか。 

自分にふさわしい仕事は何か考え、その仕事をとおして豊かな人生を歩ん

でいくためにはどうすればよいのでしょうか。
 
１１月４日から１０日まで、２年生の生徒が市内外の事業所や店舗等で職場

体験をさせていただきました。体験先の職場をいくつか訪問しましたが、程よ

い緊張感を持ちながらも笑顔で楽しく活動したり、はきはきとお客さんに応

対したりしている生徒の姿から、何かしら頼もしさと希望を感じました。実

際、お世話になった事業所等の方からは、挨拶、礼儀、言葉遣い等社会人と

してのマナーに気をつけるだけでなく、たいへん熱心に仕事をしていたとの

声をたくさんいただきました。 
 

 

 

 

 

 
 

「傍 観 者
ぼうかんしゃ

ではダメである。どんな仕事でも、当事者
とうじしゃ

になることが肝 心
かんじん

である。」 

＊傍観者・・・・そばで見ていてながめているような人、 当事者・・・・自分のことと考えてふるまう人  
これは、日本マクドナルドの創始者である藤田 田（ふじた でん）さんの言葉です。 

 
職場体験４日目５日目となると、仕事の内容を自分で考えながら、できることを積極的にやる様

子も見られたと聞きます。 
仕事は、人から指示を受けてやったり仕方なくやったりしているだけでは

楽しくありません。自分で考え、自分事として「こうしたらもっと良くなるの
ではないでしょうか・・・・」等と提案したり、工夫してやってみたりすることに
より、仕事に楽しさを見出し、充実感が生まれるものです。 

 
労働は人類を豊かにしてきました。科学の進歩や便利さだけでなく、お

互いの心も豊かにしてきたのだと思います。ただ、そのように豊かに生活で
きるかどうかは、自分の気持ちの持ち方や努力次第です。 

 
３年生の生徒はいよいよ具体的に来年度の進路先を決める時期となり、

将来について考えるようになってきたと思います。ただ、どの学年であって
も、自分の将来を見据え、自分の良さが発揮できるような仕事を考えなが
ら、夢や目標をもってそのための学びを積んでほしいと願っています。 
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生徒総会（１０月２４日） 
リモートにより総会を行い、前期生徒会の活動報告や後期生

徒会の活動計画について、事前の学級討議を経て質問が出さ

れ、質疑の後、承認されました。 

前期生徒会の皆さんは、キラリ☆祭を成功させ、フリースペー

スでのレクリエーション、もりもり守南いいね！活動、ノーチャイ

ムデーの取り組みなど、多彩な活動を行ってきました。 

そして、新しく後期生徒会が始動しました。総務の活動方針

は「オムニバス」。その方針のごとく、すべての守南生のために楽

しく創意ある活動を期待しています。 

 

学校説明会（１１月４日） 

２３校の高校の先生を招いて、説明会を

開催しました。３年生の生徒は最終進路先の

決定に向けて、各自が選択した４校のお話を

真剣な表情で聞いていました。 

保護者の皆さまには、今後の進路指導に

関して、クロームブックにて動画による説明

を配信させていただきました。 

 

県駅伝競走大会（１１月１８日） 

希望が丘文化公園にて県中学校駅伝大会

が開催され、女子のチームが参加し、力走の

末、見事５位となりました。 

そのため、１２月４日に奈良県橿原市で開催

される近畿大会に出場予定です。 

 

避難訓練（１１月２２日） 

地震が起きて、その後火災が発生したと
いう想定のもと、避難訓練を行いました。
地震直後の身を守る行動や火災発生の知
らせを聞いて運動場に避難する行動など
すみやかにできていました。 
災害はいつどこで起きるかわかりませ

ん。常に危険を予測して行動しましょう。 

 

命の大切さを学ぶ教育（１１月２８日） 

２年生の生徒を対象として、市すこやか生

活課の方から、自分たちはどのようにして産ま

れてきたのか、心と身体を守っていくために大

切にすべきことは何か等についてお話をして

いただきました。 

かけがえのない尊い命について考え、これ

からの生き方を考える機会になったようです。 


